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析。
○ 授業を担当しない教員は、専任教員数に含めない。

【根拠となる資料・データ等例】
・「大学現況票」別紙様式〔提出必須〕
・教育上主要と認める授業科目の担当状況、常勤と非常勤のバランス等が確認でき

る資料・データ

・薬学関係の学部における実務の経験を有する専任教員の実務経験を確認できる資

料

３－１－③ 大学院課程において、教育活動を展開するために必要な教員が確保されて

いるか。

【関係法令等】

・大学院設置基準第８条（教員組織）、第９条、第９条の２（一定規模数以上の入

学定員の大学院研究科の教員組織）、第15条（大学設置基準の準用）、第27条（通

信教育を併せ行う場合の教員組織）、第38条（段階的整備）

・専門職大学院設置基準第４条（教員組織）、第５条、第35条（その他の基準）、

附則第２項、第３項

・平成11年９月14日文部省告示第175号（大学院に専攻ごとに置くものとする教員

の数について定める件）、第176号（大学院の研究科における一個の専攻当たりの

入学定員の一定規模数を専門分野ごとに定める件）

・平成15年３月31日文部科学省告示第50号（大学院設置基準第38条の規定に基づき、

新たに大学院等を設置する場合の教員組織、校舎等の施設及び設備の段階的な整

備について定める件）

・平成15年３月31日文部科学省告示第53号（専門職大学院に関し必要な事項につい

て定める件）

【留意点】
○ 大学院課程の目的に照らして、必要な教員が（質、量の両面において）確保さ

れているかを分析。
○ 大学院課程の目的に照らした必要性という視点とともに、関連法令における基
準があることから、法令に適合しているかを分析。

○ 法令に適合しているかという視点では、
・ 専門職学位課程を除く大学院課程においては、研究指導教員数、研究指導補

助教員数を課程別、職位別に提示するだけでなく、大学院設置基準第９条及び
第９条の２、大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数（平成11年９月14日
文部省告示第175号）、大学院の研究科における一個の専攻当たりの入学定員
の一定規模数を専門分野ごとに定める件（平成11年９月14日文部省告示第176
号）

・ 専門職学位課程においては、専門職大学院設置基準第５条、専門職大学院に
関し必要な事項について定める件（平成15年３月31日文部科学省告示第53号）
第１条及び第２条

との適合性について分析。
○ 平成30年度までは教職大学院の専任教員を学士課程・修士課程・博士課程前期

の担当教員についてはその３分の１を超えない範囲で、博士課程（前期を除く。）
の担当教員については３分の１を超えて、専任教員の数に算入することができる
ものとされており、該当がある場合は、これら教員の算入状況を分析。

【根拠となる資料・データ等例】
・「大学現況票」別紙様式〔提出必須〕
・授業科目と研究指導の担当状況、常勤と非常勤のバランス等が確認できる資料・
データ
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基準８ 教育の内部質保証システム

８－１ 教育の状況について点検・評価し、その結果に基づいて教育の質の改善・向上を

図るための体制が整備され、機能していること。

８－１－① 教育の取組状況や大学の教育を通じて学生が身に付けた学習成果について

自己点検・評価し、教育の質を保証するとともに、教育の質の改善・向上を

図るための体制が整備され、機能しているか。

【関係法令等】

・学校教育法第109条第１項（自己点検・評価及び認証評価制度）

・学校教育法施行規則第166条

【留意点】
○ 教育活動の状況及び学習成果に関するデータや資料を収集・蓄積する担当組
織、責任体制、収集・蓄積の状況を分析。

○ 教育活動の状況及び学習成果を自己点検・評価及び検証するための取組につい

て、自己点検・評価及び検証の実施体制、具体的な検証事例等を分析。
○ 評価結果を質の向上や改善に結び付けるための継続的な取組（継続的な方策の

立案から実施までのプロセス、ＰＤＣＡサイクル等）が実施されているかを分析。

○ 大学院を有する場合は同様に分析。

○ 認証評価に向けて実施した自己点検・評価の実施体制（上記の実施体制と重複

する場合もあり得る。）について分析。

○ この観点の分析に当たっては『大学機関別認証評価等に関するＱ＆Ａ：No.51』

（当機構ウェブサイト)及び『教育の内部質保証システム構築に関するガイドラ

イン（案）』（〃）を参照することが望ましい。

【根拠となる資料・データ等例】
・データや資料を収集・蓄積する担当組織、責任体制等が確認できる資料（文書管
理規則、文書保存規則等）

・教育活動の実態を示す資料・データの収集・蓄積の状況、又はこれらの資料・
データを活用して作成した報告書等

・自己点検・評価の実施組織、責任体制等が確認できる資料
・学習成果の把握状況や自己点検・評価及び検証に向けた活動状況が確認できる資
料

・評価結果を質の向上や改善に結び付けるための取組についての実施組織、責任体

制等が確認できる資料

・具体的な検証・評価事例、改善事例等

８－１－② 大学の構成員（学生及び教職員）の意見の聴取が行われており、教育の

質の改善・向上に向けて具体的かつ継続的に適切な形で活かされている

か。

【留意点】
○ 学生や教職員からの意見聴取の内容・方法のほか、その実施状況を分析。
○ 学生の意見の聴取の方法としては、代表的なものとして「授業評価（アンケー
ト）」が挙げられるが、このほか、「達成度調査」、「満足度評価」、「学習環境評

価」等が考えられる。これらはあくまでも例示であり、学生や教職員からの意見
聴取が行われているとともに、教育活動に係る自己点検・評価の結果を教育の質
の改善、向上に結び付ける継続的な取組（継続的な方策の立案から実施までのプ
ロセス、ＰＤＣＡサイクル等）を分析。

○ 意見聴取の結果を教育の質の改善、向上に結び付けた具体的事例を分析。

【根拠となる資料・データ等例】
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いるもののみ、１年次入学試験とは別のワークシートに記入してください。なお、募集定員若

干名で行う編入学試験は記入しないでください。

※ 大学院において、１研究科に複数の課程（修士課程、博士前期課程、博士後期課程、専門職

学位課程、一貫制博士課程等）を置く場合は、課程ごとにワークシートを作成してください。

○ 志願者数、合格者数、入学者数は、当該学科（課程）・専攻等の学生募集単位ごとに実施して

いる入学試験（一般前期・後期、推薦等。）での志願者数、合格者数、入学者数（私費・国費留

学生を含む。）をそれぞれ合計した数を記入してください。

ⅢⅣ その他

「大学現況票」作成要領及び様式ファイル（「平均入学定員充足率計算表」を含む。）は、機構

のウェブサイト(http://www.niad.ac.jp)に、MS-Excel版を用意していますので、適宜ダウンロー

ドしてください。




